
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
数

月日 都市名 スケジュール・宿泊地 食事

11/21 羽田発 午後：空路、トロントへ 昼：機

（土） ハバナ着 国際線乗り継ぎ、ハバナへ　（ハバナ泊） 夕：×

11/22 ハバナ ◆CUBAPON稲作技術支援事業地視察

（日） （青年の島）

11/23 青年の島 ◆ニコ・ロペス党学校訪問

（月） ◆【世界遺産】オールドハバナ

11/24 ハバナ ◆革命の地、サンタクララ訪問

（火） 　ゲバラ廟など

11/25 サンタクララ ◆キューバ労働組合センター（CUC)

（水） 　　・諸国民友好協会（ICAP）との会談

11/26 ハバナ ◆ファミリードクター制度視察

（木） ◆学校制度視察

11/27 早朝、空路帰国の途（トロント経由）へ
昼：機

（機内泊）

11/28 午後着 昼：機

（土） 着後、解散。お疲れさまでした！

朝：〇

夕：機
（金）

8 羽田着

↓

↓

↓

↓

ハバナ発7

朝
・
昼
・
夕
　
全
食
事
付

1

2

3

4

5

6

●CUBAPON 結成 20 年 

キューバが最大の困難に直面した 1994

年に旗揚げをし、キューバとの連帯と友情

を育んできた CUBAPON（日本キューバ連

帯委員会）は、昨年 20 周年を迎えました。 

●キューバの「今」を追う旅へ― 

今年、キューバとアメリカ合衆国が正常

化への歩みを開始するという電撃的なニュ

ースが世界を駆け巡りました。2015 年秋

の CUBAPON 友好訪問団は、渦中のキュ

ーバの「今」を追う旅です。 

●「ニコ・ロペス党学校」を訪問 

 今回の訪問団では、キューバの指導者育

成機関である「ニコ・ロペス党学校」を訪

ね、キューバの現状と展望について改めて

学習を深めます。 

詳細は CUBAPON 事務局まで！ 

５月１６日（土）、「キューバ・フィエスタ vol.3」が鶴ヶ島市の若葉

駅前「カッピンドゥラード」で開催されました。２週間前には予約者

が約１００名に達して札止めになり、当日も９４名が来場し、ほぼ満

席状態で大盛況となりました。 

 

 

 

フィエスタは、クバポンや坂戸の

キューバ・フェスティバル関係者を

はじめ、若い人や外国籍の人の参加

が今まで以上に見られ、キューバイ

ベントに対する広がりが見られた

ことが印象的でした。 

アレキサンダーの演奏とブラジ

ル料理の食べ放題、飲み放題で、来場された方々には満足

いただけたのではないでしょうか。 

昨年末からのアメリカとキューバの国交回復の動きに

関連して当初は講演会を行うことも考えましたが、昨年

10 月にクバポン 20 周年記念集会を行ったことから今回

はキューバ音楽のみのイベントとしました。 

会場で稲作支援のカンパを要請したところ、たくさんの

方から多額のカンパをいただきました。ここでも、キュー

バへの関心が高まっているということを実感しました。 

 

旅行期間：2015 年 11 月 21 日（土）～11 月 28 日（土）８日間 

東京都新宿区山吹町333辻ビル405 

IFCC 気付 

TEL : 03-3268-4387 
FAX : 03-3268-6079 
E-mail  jvccp@rmail.plala.or.jp  http://ifcc1985.com/cubapon/  郵便振込口座 0017-2-195919 

2015 年 

6 月 

CUBAPON の活動にご協力いただきありがとうございます。2015 年度会費（2015・6・1～2016・5・３１）会費：３０００円にご協力お願いします。  
振 込 は郵 便 振 込 口 座 001 70 -2-1 95 91、 口 座 名 ： 日 本 キ ュ ー バ 連 帯 委 員 会。          



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―米プロジェクト支援金（個人）収支報告― 

 
2015 年 5 月 31 日 

《繰越》113,222（2015・5・31 付） 
《メモ》2011 年度からの累積計算 

会報印刷代 53,222

その他印刷代 44,664

送料 166,480

事務局諸費　　　 41,508

事業費 258,200

預り金 16,000

13借入金返済　　　　　　　　　　　28,587

計 60 8 ,661

会費 123,000

便宜供与（送料） 83,240

事業寄付金 224,700

預り金 16,000

14借入金 45,671

14協力金 116,030

計 60 8 ,64 1

※ 前田様寄付金残金8 3,970円（20 15年5月31日）

支

　

　

出

収

　

　

入

個人カンパ

IFCCより

前田様寄付金より補填

13年度分IFCCへ

４１口　

IFCCより（半額補填）　　　　　　　　　　

宮沢氏招聘、２０周年

打合、旅費、会費等

宮沢氏招聘、２０周年

稲作カンパ金へ

46、47号、48号

チラシ、封筒、資料

会報、封筒など

11年度支援金 204,000 25人＋カンパ 連絡・会議費 172,358

12年度支援金 192,000 33人＋カンパ 印　 刷　 代 190,718 報告1～4号、他

13年度支援金 193,000 29人＋カンパ 送　　  　料 54,660

14年度支援金 157,000 27人＋カンパ 事　 業　 費 222,500 プロジェクト推進関連費

団体基金より 200,000 翻訳・通信等 諸 費・雑 費 207,540 翻訳、交通費等

団体基金より 15,000 ポンプ修理

計 計

収　　　入 支　　　出

961,000 847,776

今年が最終年。 

物心両面にわたるご支援、ありがとうございま

す。プロジェクトの前進に向けて頑張っていま

す！ 

賛同カンパ頂いた方には、報告書（右）をお送

りしています。 

（14年度6月1日～15年度5月31日） 

 

 

                          亀山公亮（CUBAPON 会員／栃木 

ぼくは本当に偶然のきっかけから 2008 年 CUBAPON 訪問団 

に参加してキューバに行くことになりましたが（新潟の米屋さ

んと行くはずでした…。）、あの旅行はとても貴重な体験になり

ました。まさか数少ない海外旅行の行き先がキューバだったこと、

訪れる場所がどこもまさにキューバ革命の足跡を辿る場所だった

こと。あの温度と湿気、冷たい果物、モヒート、キューバ音楽、

おんぼろクバーナ航空。また（今にして思えば）アメリカとの国

交正常化前夜とも言えるタイミングでのキューバ旅行だったこ

と、などなど…。 

CUBAPON の皆さんや青年の島の人たちと出会えたことに感

謝しています。旅先ではたびたびご面倒をおかけしましたが、申

し訳ないですがそれも含めて良い思い出です。機会があればまた

キューバ旅行にお付き合いできたら嬉しいです。 

亀山さんは CUBAPON のロゴマーク、ウェブ
サイト、パンフレット、T シャツなどのデザイ
ン全般を手掛けてくれている心強い仲間です。 

 

足かけ７年 
青年の島での稲作支援活動   
       松矢 文雄（クバポン事務局長） 

今年が最終年となりました。私は、２００８年キューバ

への稲作支援を探る友好訪問に偶然同行することができ、

初めて青年の島を訪れました。以前にはこの件については

何も知らなかったのですが、訪問中に農務省や青年の島の

日系人会の意向を伺って、是非支援活動をしたいという気

持ちになりました。そして、２００９年の春クバポンとし

て稲作支援を行うことを正式に決定しました。 

２０１１年４月にクバポンの代表として現地プロジェク

トとの間で、協定書を取り交わすことができました。現地

の要望で輸送したポンプを確認し、パソコン等の物資と当

面必要な経費を支援金として寄贈しました。また、日本大

使館から活用を促された「草の根無償」についても申請が

受理されました。 

「草の根無償」支援は機械等ハードの面での資金援助で

すが、クバポンによるプロジェクトでは、ソフト面での支

援、意識改革と技術向上を目指しています。菊田氏の幾多

の指導訪問によって現地では彼への信頼が増し、彼らの意

識改革も進みました。今年は機械の導入と共に一層の展開

が期待されます。（記：2015 年 5 月末日） 

 

 

 



●ラウル・カストロ議長による 

第 7 回米州機構総会における演説 
2015 年 4 月 11 日（パナマ） 

 ようやく私がキューバを代表してここで話す番が来た。 
当初、８分間、演説ができると言われたので、参事たちと

８分間にまとめる努力をしたが、私たちを排除した総会が６

回あったので、その分を考えれば６回×８分で４８分だ（笑

い声と拍手）。このすばらしい会場に入る前に、バレラ大統領

にもう何分間か時間を頂けるよう要請した。これまで聞いて

きた興味深い演説の後に。これはオバマ大統領のみならず、

エクアドルのラファエル・コレア大統領、ディルマ・ラウセ

フ、それにその他の皆さんの演説のことだ。前置きはこのく

らいにして始めよう。 

 

パナマ共和国の偉大なるフアン・カルロス・バレラ大統領

をはじめとする大統領並びに首相の皆さん。ここに参加され

ている皆さん。 

はじめに、チリが遭遇した自然災害に対しバチェレ大統領

とチリ国民に対し、私たちの連帯の意を表する。 

キューバが平等な立場でこの半地球的な地域会議への参加

を可能にしたラテンアメリカ・カリブ諸国の連帯に、そして

私たちをこれほど暖かく迎えてくれたパナマ共和国の大統領

に感謝の意を捧げる。私はパナマ人民とこの場に代表される

すべての国々に対し兄弟的な抱擁を携えてきた。 

 

2011 年 12 月 2 日～3 日、カラカスで開催された CELAC

（ラテンアメリカ・カリブ諸国共同体）は、平和のうちに生

きる権利、人民が自由に決定したように発展していく権利を

持つこと、未来に向けて協力、連帯、独立、尊厳、アイデン

ティティを保障した共通意志に基づく統一への道筋を明確に

し、私たちのアメリカの新たな時代を拓いたと考える。「偉大

なる祖国アメリカ」を育てるというシモン・ボリバルの理想

が、真の独立という英雄的行為に導いた。 

 

1800 年代、キューバは帝国主義的膨張主義の南の境界線

として合衆国に統合されると考えられていた。19 世紀にはラ

テンアメリカ、世界を征服する目的で「明確なる運命」―マ

ニフェスト・デスティニー（Manifest Destiny）といった覇

権主義が頭をもたげ、解放に向けて独自の思想が芽生え発展

してきた事実は軽視され、キューバは熟れた果物のように合

衆国の手に落ちる運命は逃れ得ないとされていた。 

後に、膨張主義はその力と支配を強め、戦争、征服、干渉

を通して私たちのアメリカの土地を奪取し、その力はリオ・

ブラボーにまで及んだ。 

長く険しい闘いの後、ホセ・マルティは 1895 年、「必要な

戦争」を組織した―1868 年の戦いと同様、「偉大なる戦争」

と呼ばれている―。そして、人間の完全なる尊厳を求め「民

衆とともに、民衆のための」共和国を導き打ち立てるため、

キューバ革命党を創設した。 

 その時代をあらかじめ明確に定義付けするのにマルティの

言葉を借りよう。彼は「合衆国がアンティジャス諸島にまで

膨張し、我らのアメリカの地にさらなる力で覆いかぶさって

くるのをキューバの独立によって防ぐ」と言った。そして、

その戦いに自らを捧げたのである。 

彼が「我らのアメリカ」と言うとき、それは、クリオージ

ョ（中南米で生まれた者）や先住民、黒人、それぞれの混血

の人々、それに彼らと共通の敵によって搾取され収奪される

労働者たちを指している。今や、彼の言葉は地理的な意味を

超え、現実のものとなりつつある思想である。 

 

117 年前、1898 年 4 月 11 日、合衆国大統領が議会に、

キューバで 30 年にもわたり闘われ、その中でキューバ人が

血を川のように流して解放を勝ち取りつつあった独立戦争に

軍事介入を求めた。そして、実際のところ独立は、キューバ

にその権利があることを知っていた合衆国議会は詐欺的な共

同声明を出し、同盟者のように入り込んで家主のように国を

支配したのである。 

キューバ憲法に、プラット条項―提案者の名前でそのよう

に呼ばれている―が付加された。これによって自決権を奪い

取り、隣国に対し力で内政干渉する権限を得、そして我が国

の一部分を不当に占拠しているグアンタナモ海軍基地を置い

たのである。この時期、米国資本による干渉が増大し、後に

は 2 度の軍事干渉と残酷な独裁者への支持が行われた。 

 

20 世紀のはじめ、キューバ人が独自憲法制定を計画すると、

合衆国に任命された将軍がやって来て、これでは不足だと言

い、キューバの制定委員たちが何が不足しているのか尋ねる

と、「プラット上院議員が提案した修正条項により、合衆国が

決めた時はいつでもキューバの内政に介入することができる

ことになっている」と答えた。 

彼らはこの権利を当然、利用した。キューバ人はそれを拒

否したが、その答えは「いいだろう。我々はここに居座る」

ということだった。それが 1934 年まで続いた。 

2 度の軍事介入があり、さらには先ほど述べた通り残虐な

独裁体制を援助した。 

 

ラテンアメリカに対し「大砲の政治」で、のちには「善き

隣人」として支配した。 

20 カ国において相次ぐ介入で民主主義的な政府を打倒し、

ひどい独裁体制を打ち立てた。12 カ国ではそれが同時に行わ

れた。主として南米大陸の国々で方々に独裁が布かれ

100,000 人もの人が殺された、かなり最近のあの時代のこと

を、我々の中で覚えていない者がいるだろうか。サルバドー

ル・アジェンデ大統領は我々に決して打ち消すことのできな

い事例を遺した。 

まさに 13 年前、友であるウゴ・チャベス・フリアス大統

領に対しクーデターが行われ、人民がそれを打ち負かした。

その直後に起きた石油業者の反抗で膨大な予算が失われた。 

 

合衆国の軍隊がハバナに上陸して 60 年後にあたる 1959

年 1 月 1 日、キューバ革命が勝利した。フィデル・カストロ・

ルスに率いられた革命軍が首都に到着した日が、まさに 60

年後のその日だった。これは理解に苦しむ歴史の皮肉である。

キューバ人民は、完全なる自決権を大きな代償を払って求め

てきた。完全に支配下に置かれた中で、それが 60 年続けら

れてきた。 

 

勝利からようやく1年経ったばかりの1960年4 月6日、

合衆国のレスリー・マジョリー補佐官が、何 10 年も経った

後に否定されることとなる、私としては忌まわしいとしか形

容しようがない覚え書きを書いた。幾つかの文節を引用しよ

う。「大多数のキューバ人はカストロを支持している」、「反対

する有効な政治勢力がない。唯一、彼への国内の支持を減少



させ得る手段は不満、経済的欠乏から来る失望や意気の喪失

である。飢え、絶望、政権打倒をもたらすために賃金を実質

的及び名目的に減らし、経済的に弱らせ、キューバの財政、

供給を奪取すること」。引用はここまで。キューバの人口の

77％が、経済封鎖によって課された、想像よりもはるかに厳

しい状況の中で生まれた。さらに言えば、それにも関わらず

大勢のキューバ人は祖国愛の信念が勝っていて、攻撃は抵抗

する力を鍛え、革命のプロセスを加速させた。以上が、人民

の自然な革命的プロセスが妨たげられたときに起きたことで

ある。妨害はさらなる革命をもたらす。歴史が示している。

それは我々の大陸やキューバの場合というわけではない。 

 

経済封鎖は、1962 年にケネディ大統領がサインして始ま

ったわけではない。彼については短い報告をしておきたい。

彼は、今、私がオバマ大統領と始めているようなことをする

ために我々の革命指導者との接触を積極的に進めようとした

大統領だった。彼の暗殺を伝えるニュースが入ったのとほぼ

同じ時間に、彼からのメッセージを受け取っていた。 

 

攻撃が強まった。1961 年、合衆国の援助を受け組織され

た傭兵たちによるプラヤ・ヒロン侵攻があった。2 度にわた

り全土に及んだ武装グループとの 6 年間の戦争があった。

我々は１台のレーダーも秘密の航空機も持っていなかったか

ら、どこから飛んできたのか知らないが、落下傘で武器が投

棄されていた。この間、何千人もの命を失った。経済的なダ

メージは、正確な数字を割り出せていない。 

終わったのは 1965 年 1 月だが、そうした支援が始まった

のは 1959 年の終わり頃で、革命勝利から 10 カ月か 11 カ

月後のことで、我々はまだ社会主義革命だと明言してはいな

かった。それを宣言したのは 1961 年で、侵攻に先駆けて空

港が爆撃され、その犠牲者たちを埋葬したときだった。数日

後、当時の我々の小さな軍と人民は侵攻と戦い、革命指導者

の命令を遂行し 72 時間のうちに殲滅した。カリブ列島の中

で最も広い沼地に守られた上陸地点を占拠すれば、首相やそ

の他の大臣を任命して既にフロリダの米軍基地内に設立して

あった政府をそこに設置することになっていたからだ。占拠

した地域を短い時間での平定に成功すれば、その政府をプラ

ヤ・ヒロンに設置するのは簡単だった。そして、既に南米大

陸にはない思想を宣言したことをもって我々を罰していた

OEA（米州機構）は直ちにその政府に承認を与えたことだろ

う。キューバの中の一部分の小さな土地に設立された政府は

OEA に援助を求め、その要請を受ける海岸から 3 マイル先の

アメリカと戦争となるところだった。というのは、当時の海

域の境界は 3 マイルだったからだ。今は皆さんご存じの通り

12 マイルだ。 

 

そして革命は強化され続け先鋭化していった。さもなくば

断念しかなかった。何が起きただろうか？キューバはどうな

っていただろう？何千、何万のキューバ人が死んだだろう

か？我々は軽装備の武器は既に手にしていた。最初の戦車は

受け取っていたがまだ操縦の仕方にさえ慣れてはいなかった。

機関銃を撃つことはできたが、どこに当たるかわからなかっ

た。民兵たちは午前中に教習を受け、午後には成果を実践で

見せなければならなかった。 

しかし、勇気ある行動がたくさん見られた。隊列を広げて

展開することができず、戦車や重量の大きい車も進めない湿

地帯をたった 1 日の行程で行かなければならなかった。攻撃

する側よりも我々の方が不利だった。そういう中で、72 時間

内に殲滅せよというフィデルの命令を遂行した。 

中米から侵攻軍に随行してきた合衆国のその艦船がそこに

いて、海岸から見えた。彼らの船からわずか 3 マイルだった。 

1954 年に行われた名高い侵攻でグアテマラはどれほどの犠

牲を強いられただろうか？私はそのとき 1 年前のモンカダ兵

営の襲撃で青年の島の監獄に収監されていたのでよく覚えて

いる。当時はピノス島と呼ばれていたが。幾万人のマヤの人々、

先住民たち、グアテマラの市民たちが、解放されるまで長い

年月を要した懲役を課せられ閉じ込められただろう？それは

始まりだった。 

我々が社会主義を宣言し人民がそれを守るためにプラヤ・

ヒロンで戦ったその後で、少し前に私が話の中で触れた通り、

ジョン・Ｆ・ケネディ大統領は、キューバ革命の指導者であ

るフィデル・カストロが彼から、ジョン・Ｆ・ケネディから

対話するためのメッセージを受け取った同じ日、同じ時間に

暗殺されたのである。 

「進歩のための同盟」が結ばれ、何度か支払われた国外へ

の資金援助が増額し続けた後に、近年における帝国主義と言

うべき野蛮な新自由主義が台頭し、この地域に 10 年間の堕

落した時代をもたらした。 

 

半地球的連合体の提案は、米州自由貿易地域（ALCA）を

押し付けるものだった。もし 2005 年 5 月に、プラタにおい

て、チャベス、キルチネル、ルーラのリーダシップによって

計画を破綻に導かなければ、経済、自決権、我々の国々の共

通目的は崩壊させられていただろう。その 1 年前に、チャベ

スとフィデルは「相互ボリバル主義」を誕生させていた。現

在の「米州ボリバル同盟」である。 

 

皆さん。 

私たちが形容してきた言葉を、オバマ大統領に繰り返し申

し上げる。両国の間に深い相違を内包しつつ、敬意をもった

対話と文化的な共存が私たちに求められている。 

 

レーガン政権下で、キューバをあり得ないことにテロ支援

国家のリストに入れた問題について、早急に解決すると彼が

最近明言したことについて、これを積極的な姿勢として評価

する。 

我々がテロ国家だとは！確かに我々は、包囲され排除され

限りない嫌がらせを受け続け、降伏するか戦うかの二者択一

以外の唯一の解決策であったときに、テロリストと見なされ

た他の人民との連帯行動を何度か行った。 

我々が人民の支持のもと道を選択していることをあなた方

はご存じだ。キューバ人民は、存続するため、そして他の国々

を援助するため犠牲を払っているが、我々がそのような犠牲

を人民に強制しているなど、一体誰が考えるだろうか!?（拍手）

しかし、「カストロ独裁が彼らに強制している」と言うのだ。

人口の 97.5％が社会主義に投票したのと同様に。 

 

繰り返すが、オバマ大統領が最近、決してキューバが名を

連ねることなどあり得ないテロ支援国家のリストにキューバ

が記されていることについて早急に解決すると表明したこと

を、積極的な行為であると評価していると皆さんに言ったが、

なぜならテロリストたちに死に追いやられてきたのは我々で

あり、そうした結果をもたらしてきたものだからだ。正確な

数字は持って来ていないが、キューバ国内で起こされたテロ

でも、また、幾つかの事例ではキューバの外交官たちが国外

で殺された。今、仲間がデータを渡してくれた。それによる

と 3,478 名の死者と 2,099 名の重度障害、さらに多くの怪

我人を出している。 

 

テロリストとは、死をもたらす者たちのことだ。それでは

どこからテロリストは来たのだろうか？何が彼らを駆り立て

ているのだろうか？その中の何人かは、チェを殺して彼の切

り落とした腕を、指紋を照合するために証拠としてどこかに

持ち去った CIA のロドリゲスのようにパナマにいた。チェの

遺体は、後にボリビアの友好的な政権の取り計らいにより

我々が掘り起こした。それはともかく、そのときから我々は



テロリストにされた。 

 

オバマ大統領、並びに他の大統領の皆さんに、このような

発言をしている私の振る舞いについて心からお詫び申し上げ

る。私は彼本人に、革命のことに触れられると情熱が毛孔か

ら噴出してしまうのだと言った。彼に謝らなければならない、

というのは、オバマ大統領はこのことについて何の責任もな

いからだ。何人の大統領がいただろう？彼の前の 10 人は、

我々に対して借りがある。オバマ大統領はそれには入ってい

ない。 

 

体制について多くの厳しいことを言う前に、これもまた彼

に謝っておきたい。なぜなら私はこう考える者だからだ。こ

こで会ったり、あるいは我が国に迎えて個人的な会合を持っ

たりした多くの国や政府の代表者に、私はこのように表明し

てきた。私の意見では、オバマ大統領は正直な人であると。2

冊の本で、彼の人となりを幾らか読んだ。読み切ってはいな

いのだが。落ち着いたときに全部読みたいと思っている。彼

の慎ましい生い立ちは尊敬する。それに、彼の素直な性格は

慎ましい生い立ちからきているのだろうと思う（大きな拍手）。 

こうしたことを口にすることについて私はよく考えた。メ

モまで書いたがそれは破棄した。書いては破り、書いては破

り、そしてとうとう言うことができた。満足している。 

 

今日まで、経済、通商、金融封鎖はキューバに厚くのしか

かっており、人民に被害と窮乏をもたらしている。これは我々

の経済的な発展の障害要因である。国際的に認められている

権利を侵害するものであり、他国にまで及んですべての国々

の利益を阻害している。 

国連において、数年にわたって毎年、合衆国自身とイスラ

エルを除いてほぼ満場一致の投票になるのは偶然ではない。

大統領の責任ではない、議会での採決や法令の改訂によって

作られた大統領には変更することができない法律で経済封鎖

が行われている限り、闘い続けなければならないし、経済封

鎖を撤廃する意志を持ってオバマ大統領を支え続けなければ

ならない（拍手）。 

 

問題は外交関係を樹立であり、もう一つの問題は経済封鎖

である。それで皆さんに心からお願いしたいことは、経済封

鎖に対する闘いを支持し続けてほしい。 

 

皆さん。 

私はオバマ大統領に公式に申し上げたことだが、彼もまた

キューバへの経済封鎖が行われて以降に生まれたわけだが、

彼がそれを終結させるために自国の議会とこの問題について

論議することを勇気ある決断だと我々は受け止めている。 

このことやその他の問題は、外交関係の正常化に向けたプ

ロセスの中で解決されなければならないだろう。 

 

我々の方としては、社会主義の完全化のため、キューバ式

経済を現状に即した形にし、発展に向かって我々の人民のた

めに「すべての正義を勝ち取る」とした革命が求めるところ

に従い前進する計画を継続していく。我々が何をするかは、

党大会で承認された 2011 年からのプログラムに明記されて

いる。来年開催する次の党大会においてさらに深め、やって

きた内容と、目標達成するために不十分だった点について精

査していく。 

 

皆さん。 

あなた方に、私の話は、短くしてほしいとか、続けてもら

いたいとかいろいろあるだろうが、まだ半分だということを

言っておくべきだろう。ちょっと急ぐことにしよう（笑い声）。 

 

ベネズエラが、合衆国のような超大国の安全保障にとって

脅威であろうはずがない（拍手）。合衆国大統領がそれを承知

していたことは間違いない。 

姉妹国であるベネズエラ・ボリバリアーナ共和国、合法的

に樹立された政権、そしてニコラス・マドゥロ大統領をリー

ダーとする市民―軍連合、ベネズエラ人民、チャベスの拓い

た道を引き継ぎ、我々が抗議している仕組まれた不安定をも

たらす企みや、我々が廃止を求めている大統領令による一方

的な懲罰と闘っているチャベス主義者に対し、私は完全なる

誠実な支持を再度表明しなければならない。法では困難でも、

半地球的な我々の共同体の中で評価されているのは対話と理

解を求めることだろう。 

 

私たちは知っている。ここに集まっている私たちは、ベネ

ズエラの件をよく知っている少ない人々のうちに入るのでは

ないかと私は思っている。そこにいたからでも、そこに影響

を与えたからでも、彼らが私たちに詳しく語ったからでもな

い。私たちが知っているのは、彼らに起きていることは、私

たちが歩んできた同じ道で起きたことだし、彼らを苦しめて

いる侵略と同じ、あるいは同様な侵略で私たち自身が苦しん

できたからだ。 

 

我々はマルビナス、南ジョージア、南サンドウィッチ諸島

を取り戻すためのアルゼンチン共和国の努力に連帯し続ける

とともに、金融の自決権を守る法的な闘いを支える。 

 

国内に経済的打撃をもたらし不当な環境悪化を押し付ける

多国籍企業と対峙するエクアドルの行動を引き続き支持する。 

 

ブラジルとディルマ・ルセフ大統領の地域の統一強化と、

この地域の左派政権を前の時代に戻そうと行われている攻撃

の中で、進歩と富を社会の各部門に拡大させた社会・政治の

発展への貢献を再度確認したい。 

 

国連の非植民地化委員会で何十回も見解が示されたように、

民族自決権と独立を勝ち取るためのプエルトリコのラテンア

メリカ及びカリブ人民の努力に対する我々の支持は不変であ

る。 

 

コロンビアの和平に向けた段階的な取り組みに対しても、

良い結果が得られるよう我々は貢献し続ける。 

 

我々の全てがハイチへの人道的支援のみならず、かの国の

発展に繋がる援助を増加させなければならない。そして、カ

リブの国々が、経済格差の中で公平な扱いが受けられるよう、

また奴隷制と植民地政策によって受けてきた被害を修復でき

るよう支えていかなければならない。 

 

我々は除去すべき核の集積と一刻の猶予も許されない地球

温暖化の脅威のもとで生きている。平和への脅威が増し、紛

争が急増している。 

 

フィデル・カストロがかつて言った通りである。「根本的な

原因は貧困と低開発、そして世界を牛耳っている富と知識の

分配の不平等にある。現在の低開発と貧困が、征服と植民地

化、奴隷制、そして帝国主義の出現による大部分の土地の植

民地的な収奪と世界を再分配するための血みどろの戦争の結

果であることを忘れるわけにはいかない。人類は、このまま

では今までのようにはいかないことを自覚しなければならな

い。今日―」とフィデルは続けた。「我々人類は知識とすばら

しい道徳心、真の正義と人道に基づいた歴史的な次代に向か

って前進するのに充分な科学の力を得た。今日、経済及び政

治秩序の中に存在するものは人類のためにならない。自らを



支えることができない。変えていかなければならない」とフ

ィデルは結論づけた。 

キューバは我が人民が貧困と、医療を受けられず苦しめら

れてきた病気、失業、幸せに見放され労働や売春を強要され

た子どもたち、世界に蔓延する飢え、差別、抑圧、搾取とい

った犠牲と、危険を払って闘ってきた思想を守り抜くだろう。 

 

金融投機、ブレトン・ウッズ体制による優遇措置、一方的

な金・ドル本位制の押し付けは、日々行き詰まりを生じてい

る。我々は透明で公正な金融システムを要求する。 

 

10 以下の、7 つか 8 つのうち 4 つか 5 つが特に合衆国に

集中し、世界で読まれるもの、見るもの聴くものを独占し決

定づけている独占的商社を受け入れることはできない。イン

ターネットは国際的で民主的な参加のもとで運営されるべき

である。他国を侵害するための軍事的サイバー利用と不正、

不法なサイバー企業は許されない。 

我々は再度、だまされたり植民地にされたりするわけには

いかない。近年のすばらしい発明品であるインターネットに

ついては、イソップ寓話を例にしてこう言おう。インターネ

ットは良いことに使えばとても役に立つが、悪いことにも役

に立つものである。 

 

大統領。 

半地球的な我々の関係は、私の意見では、国際的に認めら

れた権利と積み上げられてきた自決権、統治権の平等に基づ

き、互恵関係の発展と我々すべての国々の利益に有益な協力

関係、また明らかに示されている我々の目的のために、とり

わけ政治、経済、文化の分野において完全に変わらなければ

ならない。 

 

2014 年 1 月、ハバナで開かれた CELAC（ラテンアメリ

カ・カリブ諸国共同体）第 2 回総会における「平和地帯宣言」

の承認は、ラテンアメリカとカリブがこの宣言の目的のため

に多様性を乗り越え、統一への一歩を刻むものであった。 

ここで示されたことは、CALAC（ラテンアメリカ・カリブ

諸国共同体）、UNASUR（南米諸国連合）、CARICOM（カリ

ブ共同体）、MERCOSUR（南米南部共同市場）、 ALBA-TCP

（米州ボリバル同盟）、 el SICA（中米統合機構）、Asociación 

de Estados del Caribe（カリブ諸国連合）を通じて発展を

保障するため統一の必要性への自覚を深め、またこれらを通

じて我々が真にラテンアメリカとカリブの統一に向かって前

進していくという事実である。 

 

先ほど述べた宣言は、「各国の間の多様性は、対話と交渉、

その他の方法を通じ、国際的な権利に完全に合致する形で平

和のうちに解決できる」ということを確約している。 

互いに協力し合って脅威に立ち向かい、平和のうちに生き

ること、我々に悪影響を与え、最終的には全てに悪影響を与

えるような問題を解決することは、今日、緊急的に必要なこ

とである。 

我らのアメリカの各国政府のリーダーが署名したラテンア

メリカ・カリブ平和地帯宣言が「全ての国が政治・経済・社

会体制及び文化を自ら選びとる権利は、各国間の平和的共存

という基本的な環境を保障するために譲ることはできない」

と述べているように、互いに敬意を払わなければならない。 

 

この宣言で我々は「直接間接に関わらずどのような国に対

しても内政干渉せず、国の自決権、平等の権利、人民の自由

意志遵守する義務」を果たし、「国際的権利の原則と規範、そ

れに国連憲章の原則と目的」を尊重することを確約し合って

いる。 

 

この歴史的文書は、国際的連合体のメンバーになっている

全ての国々に対し、CELAC のメンバー国と外交関係に当たっ

てこの宣言を尊重することを求めている。 

今、私たちがここにいることは、宣言が述べている「寛容

と良き隣人としての平和的共存の実践」を学ぶのに良い機会

である。 

個別的に、確かに相違点が存在する。しかし脅威に満ちた

この世界で平和に生きるため、人類が生き延びていくために

協力できる共通点も存在する。 

 

「地球温暖化の危機に立ち向かうため、半地球規模の協力

体制」、―私の前に話をした大統領の皆さんの何人かがこの言

葉を使いこのことについて言及したが、それを妨げているの

は何だろうか？なぜ、北と南、2 つのアメリカ大陸にまたが

る我々の国々がテロ、麻薬取引、あるいは政治的背景を持た

ない組織犯罪に対してともに闘えないのはなぜなのか？ 

 

この地域に学校や病院を設置するのに必要な手段を全体で

探そう。治療を受けられずに人々が死んでいく地域に、豪華

でなくても良い。慎ましい診療所を。雇用を創出し貧困を根

絶しよう。 

 

富の分配の不公平を小さくできないだろうか。子どもの死

亡率を低くできないだろうか。飢餓、予防できる病気、非識

字を根絶できないだろうか。 

 

昨年、我々はエボラ熱との対決とその予防のために半地球

規模の協力体制を作り上げ、南北アメリカの国々が協力し合

って汗を流した。これが我々にさらなる努力を促す刺激とな

るに違いない。 

 

小さくて地下資源もない国、キューバは、敵意に満ちた極

めて困難な状況を乗り切り、市民の完全な政治・社会参加の

実現、無料で保障されている普遍的な教育・医療、1 人のキ

ューバ人も路上で暮らさないで済むことを保証する社会保障

制度の実現、あらゆる形の差別と対峙する中で前進してきた

機会の平等、子どもと女性の権利の完全なる履行、スポーツ、

文化活動への参加、生存権並びに市民権を確立することがで

きた。 

 

欠乏と困窮にも関わらず、我々が持っている物を分け合う

活動を続けていく。65,000 人のキューバ人が協力活動の要

員として 89 カ国で特に 医療・教育分野で活動している。ま

た 157 カ国から来た 68,000 人が我が国で専門的、技術的

な教育を受け卒業した。そのうち 30,000 人は医療分野の卒

業者である。 

 

資源が乏しくとも、キューバはできた。援助をより必要と

している国々に貢献するため、この半地球的地域の力を政治

的な意欲でつなぎ合わせれば、できないなどということがあ

るだろうか。 

フィデルと英雄的な我が人民の努力により我々はこの総会

に来て、ホセ・マルティの言葉を実現することができた。ホ

セ・マルティが言ったように、侵害された自由と自らの力で

「誇り高き我らのアメリカは、決意と称賛に値する能力、そ

して自己犠牲をもって世に奉仕し名誉を勝ち取る」のである。 

 

大統領、そして全ての皆さん。 

時間をとったことをお許し願いたい。ありがとうございま

した。（拍手） 

 

 



  

 

 

 

 

 

【第 1 回】国交正常化交渉（1月 21～22日・ハバナ） 

●移民問題 

 キューバは、不法移民を誘発している米国の施策を糾弾す

る一方、抑制に向け米国と協力する用意があると表明した。 

 ●前進に向けた課題 

「一度にすべての議題を取り上げることはできない」とし

て最大の課題である経済封鎖問題については今後に持ち越さ

れ、両国間で協力が可能な分野について話し合われた。また

キューバは国交正常化に向け「テロ支援国」指定の解除は必須事項であると強く主張した。 

-ビダル北米局長（キューバ）談話- 

「私たち隣国同士の間には大きな隔たりがあるが、国際社会には

そうした国同士が平和的に共存している例がいくつもある。私た

ちが望んでいるのは主権の対等と民族自決に基づき互いの体制の

違いを尊重し内政干渉しない新たな外交関係だ」 

 

【第２回】国交正常化交渉（2月 27～28日・ワシントン） 

●「テロ支援国」指定の解除 

米国による「テロ支援国」指定の解除と、それによってキューバ

の銀行との取引、融資が阻害されている問題について、米国側の解

決姿勢を注視するとした。 

●大使館設置に向けて 

大使館の設置に当たっては、大使館員による内政干渉を禁じる国

際法遵守を主張するキューバ側と、「自由に行動できる」とする米国

側の認識がかみあわず、設置の時期については持ち越された。 

-ビダル北米局長（キューバ）談話- 

「私たち建設的な精神で交渉に臨んでいる。私たちは平等な立場で

同じテーブルにつき、互いを尊重し合う雰囲気の中で確実に前進し

ている」 

 

【第３回】国交正常化交渉（3月 16日・ハバナ） 

●大使館設置に向けて 

米州機構総会（パナマ）までの設置を追求してきた米国と、意見のすり合わせを重視するキューバの

間で進展が見られず、今後、協議を継続していくこととなった。 



 

【第４回】国交正常化交渉（5月 21～22日・ワシントン） 

●交渉の成果を確認 

制裁の一環で閉鎖されていたキューバ利益代表部の

銀行口座が、米国務省からの銀行への申し入れにより

この日再開された。また「テロ支援国」指定の解除も

既にオバマ大統領により議会に通告され、近日中に発

効されることになる。 

●大使館の設置に向けて 

大使館員の「自由」を巡って意見の一致は見られず、引き続き話し合っていくことで合意した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以上４回の交渉を見てきた通り、キューバは、

国交正常化をテコに内政干渉の可能性を探る米国

の意図を徹底して排しながら、平和的共存をめざ

して交渉を積み重ね、成果をあげています。 

交渉は詰めの段階に入っていると言われてお

り、次回の第５回交渉は数週間内にワシントンで

開かれる予定です。 

尚、第４回の交渉で確認された通りオバマ大統

領は４月１４日、テロ支援国家指定を解除するこ

とを議会に通告し、これを受け合衆国政府は、５

月 29 日、キューバに対するテロ支援国家指定を

正式に解除しました。 

村上久美子（CUBAPON 会員／福島） 

 

◆と き ９月８日（火）～９日（水） 

◆ところ ハノイ（ベトナム） 

 

ＩＣＡＰ（キューバ諸国民友好協会）が中心となって、

キューバが各国の友好組織との連帯をさらに深め広げる

ことを目的に、世界の４つの地域で開催している「キュー

バと連帯する地域会議」の一つ、「アジア・オセアニア会

議」が、今年、ハノイで開催されます。 

 ふるってご参加ください。 

 

※ 参加費・詳細については、CUBAPON 事務局（IFCC

気付）までお問い合わせください。 

・ TEL 03-3268-4387  

・ E-mail  jvccp@rmail.plala.or.jp 

主催 ： キューバ教育研究会 

【旅行期間】9 日間 

2016 年 2 月 13 日（土） 

21 日（日） 

 

◎ 青年の島の小・中学校、高校または大学教員養

成学部、ハバナの教育研究所などを訪問視察 

◎ 青年の島の日系人会の皆さんとの交流 

◎ 【世界遺産】ビニャ―レス渓谷、【世界遺産】

ハバナ旧市街観光 

―――などを予定しています。 

第２回 


